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定例会

❑開催日（計５回）

５月２５日、７月２６日、１０月１２日、１２月１５日、１月１６日

❑主な議題
・JETROの出張等を通じて得た現地知財情報のメンバーへの共有
・タイWGに係る各種活動（例：タイ知財局（以下「タイDIP」という。）との官民対話）
の事前打合せ

・外部講師（例：JETROシンガポール事務所、JPO）を招いての情報交換 等
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タイDIP及び政府関係機関との官民対話（IP Dialogue）

❑開催日：2023年10月27日

❑場所：オンライン開催

❑タイ側参加機関：タイDIP、税関、経済警察 等

❑テーマ：知財関連法の開催状況、ECサイトでの知財権侵害物品の取締 等

写真：官民対話の様子（オンライン開催）
２



タイDIP及び政府関係機関との官民対話（IP Dialogue）

主な質問・要望 DIPからの回答

現在、改正手続きが進められている知的財産関連法の状況につい
てお伺いしたい。特許制度や意匠制度において多くの点で使いやす
くなると考えており、ぜひ改正を進めてほしい。
・現在の進捗と今後のスケジュールを教えていただきたい。
・改正内容の変更を検討されている項目があれば教えていただきた
い。

【特許法】
2022年9月27日、改正草案の指針が閣議決定され、現在、国
務院による技術的審査が行われている。審査終了後、改正案は
条文の承認のため再び内閣に送られる。内閣の承認後、法案は国
会に提出され、審議される。さらに、2022年11月29日、国会は、
特許法の改正が完了した時点で、タイのハーグ協定加盟を承認し
た。

2月のJETRO主催の会合で、DIPはECプラットフォーム上の偽商品
を毎月監視し、知的財産権やブランド所有者に通知していると話を
しました。
オンライン監視活動の進捗状況について教えていただきたい。

➢DIPは2021年1月11日に署名された「インターネット上の知的
財産権の保護に関する覚書」を発表した。現在、知的財産権所有
者の代表者26名、大手電子商取引プラットフォーム3社
（Lazada、Shopee、TikTok Shop）、商務省傘下の関連政
府機関（DIP、Department of Business Development、
Department of International Trade Promotion）を含む
32社がMOUに署名している。
➢ 2021年3月から2023年6月までの間に、知的財産権所有者
からこのようなルートを通じて925のアイテムが報告され、プラット
フォームはそれに応じて措置を講じた。報告された侵害品の約99％
は削除された。残りも削除される方向にある。
➢さらにDIPは、より多くの電子商取引プラットフォームや知的財産
権所有者にMOUへの参加を呼びかけている。ご興味のある方は、
ぜひご一報いただきたい。後日のご連絡も歓迎する。 ３



タイDIPとの意見交換（新年挨拶）

❑開催日：2024年2月9日

❑場所：ハイブリッド（タイDIPでの対面＋オンライン）開催

❑テーマ：特許・商標の審査結果・審決情報のオンラインでの公開 等

写真：意見交換の様子（対面＋オンライン開催） ４



タイDIPとの意見交換（新年挨拶）

主な質問・要望 DIPからの回答

現在、DIPのウェブサイトでの特許・商標検索において、一部の審
査経過等も分かるようになってきており、情報公開が進んでいる点に
感謝。

⇒現状は、審決についての情報はオンラインでは公開されておらず、
審判番号（審決番号）を知っていれば、DIPにて審決を閲覧する
ことができるものと理解。

⇒現状の検索システムでは、審判に係属している案件なのかがわか
らないため、「P：審査中、W：訴訟中」のように、「審判（係属）
中」のステイタス記号を設けていただけると大変ありがたい。

⇒更に進んで、将来的には、更なる情報公開として、①特許・商標
の審査結果（OA）・審決についての情報（審決については、全
文でなくとも、まずは結果のみでも可。）もDIPのウェブサイトから見
られるようにしていただいたり、ゆくゆくは、②特許・商標検索結果の
画面で、出願番号・公開番号・審判番号を紐づけていただき、各
番号から他の番号にアクセスし、それぞれのリーガルステータス等を参
照できるようにしていただくことを希望します。

現在、審決についての情報はオンラインで公開されていないが、出願
人又は委任状を有した者であれば、（審決番号でなくとも）出願
番号をもとにDIP庁舎にて紙で審決を閲覧することが可能。（※事
後的に事務局よりDIPから聴取）
• また、日本側からの、ステータス記号の追加や更なる情報公開に
ついての提案については、DIPとしてもユーザーの満足度向上の観
点から有難く受け止めたい。
• なお、現行のステータス記号のうち、「W」については、裁判係属
中のみならず審判係属中のものも含まれている。
• （日本側からの、ステータス記号「W」を、審判係属中、裁判係
属中の二つの記号に分けてほしいとの要望に対して）日本に限らず
全世界のユーザーに裨益する提案であるため、積極的に検討したい。
• DIPとしては、今後、特許・商標についてより詳細なリーガルステー
タスが表示できるよう、現在、取組を進めているところである。
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タイ法改正、ミャンマー知財制度の動向の注視

１．タイ法改正の動向の注視

➢タイ政府との官民知財対話（2024年10月）の際に、特許法改正の最新動向を確認。

２．ミャンマー知財制度の動向の注視

➢ミャンマー知財局、現地代理人等の情報を頼りに同行を確認し、SEAIPJニュースとして配信。

2023/04/07 [SEAIPJ 659] ミャンマー、商標法施行及び商標規則等の公表について
2023/04/26 [SEAIPJ 663] ミャンマーにおける商標登録の効力発生日の決定について
2023/05/22 [SEAIPJ 666] ミャンマー知財局、手数料及び代理人選任届（TM-2）の提出期限の延長発表について
2023/08/02 [SEAIPJ 673] ミャンマー、商標保護のための税関登録規則について
2023/08/09 [SEAIPJ 675] ミャンマー商標登録規則の和訳の公開について
2023/11/01 [SEAIPJ 679] ミャンマーにおける意匠法及び著作権法の施行について
2024/02/01 [SEAIPJ 686] ミャンマーにおける意匠登録出願の受付開始のお知らせ
2024/02/27 [SEAIPJ 687] ミャンマーにおける著作権登録の受付開始について

６



ありがとうございました
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